
認知症フレンドリーなネットワーク
構築と地域モデルの検討

2024年度「地域連携プロジェクト」

共立女子大学看護学部：教員＆共立ナースのたまごふれふれ
教授：河原智江
２年生：田口未来子 １年生：桂 百葵・葛西美咲・大曽根桃華・風間みすず

共立女子大学・共立女子短期大学は
千代田区認知症サポート企業・大学
として認証されている。
大学では第１号の認証！

１．目的
地域における保健医療福祉の喫緊の課題である認知症対策について、
大学と千代田区内の企業・保健福祉機関、住民が連携したネット
ワークを構築するとともに、千代田区特有の認知症フレンドリーな
地域モデルを検討することを目的とした。
注）「認知症フレンドリー」な社会：

認知症の人が高い意欲を持ち、自身を感じ、意味があると思える活動に貢献、参加できるとわかっている、そうした環境である。
（英国アルツハイマー病協会報告書, 2013徳田訳）

取り組みの前提：
お互いに無理なく、協働し、実施、継続できる！

３．実施状況

麹町地区 神田地区

基本コンセプト 看護学部学生が企画・実施する３つの意義
◎地域密着性 ：地区の特色・強みを活用
◎看護の専門性：高齢者の特徴理解／予防的な取り組み
◎娯楽性 ：残存機能の活用

ここでは、学生が主体となって取り組んだ「地域チーム」
（麹町地区/神田地区）の活動の一部を報告する。

大切にした要素
◎目的、方針の明確化
◎気になること、課題（ニーズ）の明確化
◎企画の段階から関係者との対話を重視
◎大事にしたいこと、課題をその都度、話し合い、方策を
検討して決定（解決）

◎合意を得ながらの取り組み
◎楽しみながらの取り組み

【めざすこと】千代田区における認知症予防・認知症高齢者家族のための
新たなネットワークづくりと持続可能な社会資源の開発／環境整備
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